
概 報

550。341：551．24　（521．5）

関東・中部地方の最近の造構運動と発震機構との関係について＊

鈴木尉元料

　筆者は，さきに，震源の空間分布の様式が，地質構造

単元ごとに固有のものであることを指摘した（鈴木，

1967）。たとえば，東北目本についてみると，北上・阿

武隈山地などの非グリーンタフ地域，その西側のグリー

ンタフ地域と目本海盆とでは，それぞれ空問的な分布形

態が異なっている。そしてそれらは，各境界付近で不連

続的にうつりかわる。さらに，グリーンタフ地域の内部

についてみると，深発地震と浅発地震注1）の震央は，と

もに先第三系のいわゆる基盤の分布する周辺に位置する

傾向があり，“グリーンタフ地震区”がさらに小さな単

元に区分される。また，地震活動は地殻表面で観察され

る造構運動の深部での表現であって，垂直方向に密接な

関連をもって活動していることを，いくつかの例をあげ

て説明した。

　それでは，どのような機構で地殻表面の造構運動（隆

起，沈降運動）が起るのであろうか。一つの手掛りは，

地震を起したカの様子（発震機構）と造構運動との関係

を明らかにすることにあると考える。地震のP波の初動

の押し引き分布は，非常に規則的な配列をとる。この事

実は，地震の起る機構を比較的単純なモデルによって説

明することができることを示している。すなわち，震源

に1組の引張りのカと1組の押しのカが同時に作用した

か，2組の勇断力が作用したかというモデル（Type　II）

である（Honda，1962）。　この初動分布から求めた主圧

力，主張力軸の方向と，地殻表面にみられる造構運動と

の関係を調べることによって，その深部過程に関する手

掛りがえられるであろうということである。この小論は，

そのような試みの一つである。

　ここでとり上げた地域は，さきに沈降運動と地震活動

とがきわめて密接な関係にあるとみられた関東平野と，

隆起運動との関係の密接な中部山地と紀伊半島などであ

る。以下発震機構の資料は，主として市川（1966）によ

った。

　関東平野は，関東造盆地運動とよばれる沈降運動の場

であって，その運動量の地域的な変化と，震源の空間分
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注1）100kmを境として，それより浅い深度に発生するものを浅発地

　　震，深いものを深発地震とよぶことにする。

布とが似た傾向をもっている。そして沈降運動の最も著

しい地域の下部では，地震活動も活発で，かつ震源の深

度も深い（鈴木，1968）。この沈降運動の行なわれてい

る地域に震央の位置する地震の起震力は，主圧力軸が水

平に近く，主張力軸の立っているRitsema注2）のP型に

近い型である。ところが，南方の房総半島中部付近，す

なわち隆起帯になると両軸の方向は逆になり，主圧力軸

が立ってきて，主張力軸は水平に近くなる。すなわち，

Ritsemαの丁型に近い型である。主圧力軸の水平成分の

方向は，茨城県南酉部では南北に近く，南に下って関東

平野の中央部および東部では，東西に近い方向をとる。

さらに南に下って，房総半島の申部付近になると北東・

南西ないし北西・南東方向をとる。これらの主圧力，主

張力軸の水平成分の方向は，三角点の変動から求めた地

殻表面の最大の収縮，最大の伸張の方向（Myabe，1931）

と似た方向をとる。主圧力，主張力軸の方向を求めた地

震の発生深度は，50～120kmであるから，地殻表面の変

形と地震活動の活発に行なわれている深部とが密接な関

係にあることが，これらの事実によってもわかるであろ

う。

　相模湾は，関東地震の際に南西部が大きく沈降した。

このような事実，およびその地形的な特徴から現在は沈

降している場と考えられる。地震の発生深度は100㎞以

上にも及ぶが，初動分布から求めた主圧力軸の方向は水

平に近く，湾の方向にほぼ平行して，北西一南東の方向

をとる。主張力軸の方向は，湾の中央部付近で起った深

発地震では非常に立っていて，P型に近い型である。こ

れに対して，20km以浅の浅発地震ではほとんど水平で，

湾の方向に直交する。すなわちQ型（四象限型）であ

る。

　中部山地が活発な隆起運動の行なわれている場である

ことは，その地形的な特徴と測地学的な資料から明らか

である。この地域に発生する地震は，100㎞よりも浅

吟浅発地震と200㎞をこす深発地震とであり，両者とも

東北から西南方に次第に深度の大きいものが起る。浅発

地震のうち30㎞よりも浅い地震の初動分布から求めた

主圧力，主張力軸は，ほとんど水平で，Q型の押し引き

注2）Aki（1966）の論文によった。
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分布をとる。一方深発地震の主圧力軸は非常に立ってい

て，深発地震の発生面にほぼ直交するのに対して，主張

力軸は水平に近い。すなわちRitsemaの丁型に近い型

をとる。主圧力軸の水平成分の方向は，飛騨山脈の南部

付近を中心にして放射状の分布をとる。これに対して，

主張力軸は主圧力軸に直交して，同心円的な分布をと

る。ただし，愛知県から静岡県南部にかけての地域で

は，浅発地震の主圧力軸の方向が東西で，主張力軸は南

北と，上記の地域とは逆の傾向をもっている。これらの

地震の初動分布から求めた主圧力，主張力軸の方向は，

三角点の変動から求めた最大の収縮，最大の伸張軸の方

向（：Kasahara＆Sugimura，1964）とほぼ一致する蓬3）。

　紀伊半島は，その地形的な特徴から，半島の中軸部を

中心にして，大きく曲隆運動を行なっているものと考え

られる。震源は，半島の中央部付近のβOkmを下底とし

周辺に次第に浅くなる“お椀”状の空間に分布する。そ

して地形から読みとられる隆起量と，地震の活動する空

問の垂直方向の幅とが相関している（鈴木，1967）。こ

の地域に発生する地震の初動分布から求めた主張力軸

は，水平に近いのに対して，主圧力軸は上にのべた地震

活動の行なわれている空間の境界に直交する。すなわ

ち，Ritsemaの丁型に近い型である。ただし30kmより

も浅い地震の主圧力，主張力軸は，水平に近いQ型であ

る。主圧力軸の水平成分の方向は，半島北部の中央付近

を中心にして，放射状の分布をする。一方主圧力軸の水

平成分の方向は，大体主圧力軸に直交して円心的な分布

をとる。この地域においてもこれら地震波の初動分布か

ら求めた主圧力，主張力軸の方向は，三角点の変動から

求めた最大の収縮および伸張軸の方向にほぼ一致する。

この地域に発生する地震の深度は，最大80㎞にも及ん

でいるから，地殻表面の変形が地殻下部から上部マント

ルに及ぶ深部の力学的な状態と，密接な関係をもってい

ることがわかるであろう。

　以上典型的な隆起帯である中部山地と，紀伊半島およ

び沈降帯である関東平野について，地震波の初動分布か

ら求めた主圧力，主張力の方向を概観した。その結果，

現在隆起している地域と沈降している地域とでは，30㎞

以上深部の主圧力，主張力軸の方向が極めて対象的な傾

向をもっていることが明らかになった。すなわち，関東

地方のように沈降運動を行なっている地域では，主圧力

軸は水平に近いのに対して，主張力軸の傾きの大きいP

注3）　この事実はKasahara＆Sugimura（1964），市川（1966）も

　　指摘している。

型をとる。相模湾も同様な傾向をもつものと考えられ

る。これに対して，中部山地や紀伊半島のような隆起運

動を行なっている地域では，主圧力軸の傾きは大きく，

主張力軸が水平に近い丁型をとる。関東地方において

も・沈降の場である平野部から，房総半島中部の隆起部

になると，P型から丁型になることもさきに指摘した。

これらの事実は，隆起帯と沈降帯とで，深部の応力状態

がきわめて対象的で南ること，しかもその状態が，地殻

表面の運動に対応して垂直方向にかなり深い部分までも

敏感に変ることを示している。さらに深部の主圧力，

主張力軸の方向が，三角点の変動から求められた最大の

収縮，伸張軸と一致する事実は，前記の事実とともに，

地殻表面にみられる造構運動の根が非常に深いものであ

ることを示している。そして地殻下部ないし上部マント

ルでの運動が，地殻表面に敏感に反映することを物語っ

ているといえよう。　（なお詳細は，地質調査所月報ある

いは報告に発表の予定）。

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和43年2月稿）
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